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津波記録から見た元禄関東地震(1703年12月31日)の地震断層モデルの推定
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元禄地震( 1 7 0 3 )について古文書による津波の浸水高さ分布や被害状況を最も合理的に説明しうる地震断層モデル
を、数値計算によって決定した。

元禄関東地震のメカニズムに関する研究として、Matsuda et al.(1978)は房総半島先端部の海岸隆起を調査し
て地質学の立場から断層モデルを提案している。相田( 1 9 9 1 )は房総半島近傍での津波高さをもとに津波数値計算を
行い、断層モデルの考察を行っている。

しかしながら、元禄関東地震の断層パラメータの推定に関して遠地での津波高さの情報まで考慮に入れて計
算した例はない。近地での津波高さの情報を用いた相田の研究例でも、微小振幅波理論による線形計算のみしか
行われていない。線形計算では、水深に比べて津波の波高がほぼ無視できるような沖に関してはよい近似を示す
が、陸域に近づいて水深が浅くなってくると、非線形性が無視できなくなり次第に精度が悪くなる。また、最後
に津波が陸に到達する海岸線のところでは垂直壁を仮定して計算するため、遡上に伴う津波の増幅や砕波に伴う
エネルギー減衰が考慮されず、陸上遡上計算を行わないかぎり正確な判断はできない。

さらに、両モデルとも主断層が相模トラフに沿っていないという欠点を指摘することができる。
そこで、新たな断層モデルを次のような手順に従って考案した。まず、適当な断層モデルを仮定する。つぎ

に、広域数値計算を行い史料記録の津波高さと比較する。それにもとづいて断層モデルを修正する。以上のよう
な手続きを繰り返して、得られた最終結果を新たに提案する断層モデルとした。

当然、津波さえ合えばほかの条件は全く無視しても良い、というものではないため、次のような条件も考慮に
入れた。すなわち、神奈川県大磯市付近の沈降、房総半島南端部の隆起といった地質的証拠を考慮し、これに矛
盾しないモデルであること、および大正関東地震( 1 9 2 3 )と同型の海溝型地震であることを考慮し、相模トラフにそ
った断層面を持つこと、である。

このような条件で、計3枚の断層からなる新たな断層モデルを考案した。1枚は、松田・相田両モデルにも共
通する、相模湾南方から房総半島南部沖を断層上盤とする低角断層である。あとの2枚は、1枚目の断層からその
まま相模トラフ沿いに東南東にのびる線を断層上盤とした低角断層( b , c断層)である。旧来のモデルに比べ、南側
に大きく断層系が張り出しているのが特徴である。また、断層の滑り込む方向が相模トラフに沿っているのも大
きな特徴である。この、新たに提案した断層モデルについて広域津波計算を試みた。

つぎに津波の遡上計算を行った。陸上遡上計算では、海岸地形の屈曲の激しいところなど、非線形性が強く
効くと考えられる場所に関しては二次元計算を行い、その他の地域では一次元計算を行った。また、これとは別
に、遠浅海岸である九十九里浜については砕波を考慮した陸上遡上計算を行った。

以上の結果、ここに提案した断層モデルによって、房総半島先端部の地変、断層面が相模トラフに沿ってい
る点、関東地方での津波高分布、および伊豆半島以西、四国に至る遠地での津波高分布を説明することができる
ことが判明した。


